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　鉄道は公共交通機関として広く社会に必要とさ

れ、安全で安定的な運行が期待されています。その

鉄道を維持管理するために、どのように工事が行わ

れているか実際に見たことはありますでしょうか。

　鉄道は毎日運行されていますが、途中で停止する

場合や運転を打切る場合があり、また長期間運転を

見合わせる場合もあります。これは気象条件が基準

に達した場合や、設備が故障した場合などに起こり

ます。大きな災害が発生した場合は長期間運転を見

合わせますが、東日本大震災のあと東北新幹線が全

線運転を再開した時や、昨年３月に三陸鉄道がリア

ス線一本になって全線開通した時は、全国から祝福

を受けたことを思い出します。このような災害復旧

工事は時々報道されていますが、通常の設備維持管

理・更新や改良でも工事が連日休むことなく行われ

ているのです。

　線路にはレールやマクラギがあり、砕石や橋桁な

どに載って列車を支えます。またトンネルや雪覆い

などは列車が走る空間を確保します。電化区間では

電柱と電線などもあります。そのほかにも駅の設備

や様々な設備によって、安全で安定的な運行が支え

られています。それらに対して、列車が走っている

時には工事は行えませんので、一般的に工事中の様

子を見る機会はほとんど無いのが現実で、「中々見ら

れない工事」と表現することもできると思います。

　では、いつどのように工事を行っているのかと言

いますと、列車が走らない夜などに工事区間に列車

が入らないように手続きをとって、安全を確保した

上で工事を行っているのです。鉄道を維持管理する

ことは安全に直結しますし、お客さまが安心してご

利用できる「信頼」につながるものです。特に列車

に乗り降りするホームには、ホーム柵、警告・誘導

ブロック等があり、舗装の不陸（凹凸）整正と合わ

せて設備整備を推進しています。

　そしてこれらの工事のみならず新しい「サービス

の一部」として、大雨等が予想される場合の計画運

休等も話題になっていますし、車両基地の浸水対策

や車両の避難が検討課題となっていることも付け加

えたいと思います。

　先に「中々見られない工事」と表現しましたが、

身近に工事の跡が見られる場所がありますので、言

わば「見られる工事」として４件の例を紹介します。

①東北本線矢幅駅

　自由通路の窓から北側（盛岡方面）のホームを

見ると、以前はホームだった部分が削り取られて

いて、ホーム短縮の工事をした跡が見え、現在使

っているホームからは出られないように安全柵が

設置されています。

②田沢湖線大釜駅

　昨年「こまち号」の床下融雪設備が上り線に設

置され、何回か報道もされています。冬にしか稼

働しませんが、設備の一部はホームから見ること

ができます。

③田沢湖線雫石駅

　ホームの警告ブロックが改良・整備されて、自

由通路の窓からそのホームを見ることができま

す。

④ＩＧＲいわて銀河鉄道斗米駅

　ホームの床（桁式ホームのコンクリート床板）

を張り替え、合成材のものが使われていて歩きや

すいホームに整備されています。

　このように身近なところで鉄道を維持する工事が

行われています。機会がありましたら「見られる工

事」として確かめてみるとともに、従事した方々の

姿も現地で想像してみてはいかがでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　県沿岸広域振興局大船渡地域振

興センターは26日付で、簡易総合

評価落札方式で実施する二級河川

気仙川筋川向地区河川測量設計業

務委託を公告した。同業務は、延

長1300㍍の護岸詳細設計や景観等

検討設計などを実施するもの。入

札参加申請書の提出は６月３日正

午まで。入札は15日、開札は翌16

日に予定されている。（関連７面）

　県は、17年度に実施した「二級

河川気仙川筋川向地区河川調査設

計業務委託」（瀬音橋～清水橋）

の河川改修計画について、瀬音橋

から下流の河川改修計画を修正。

上流側への影響についても精査し

た結果、修正が必要であることが

確認された。

　今回の業務では、同橋下流の河

川改修計画と「二級河川気仙川筋

昭和橋橋梁詳細設計業務委託」の

景観に配慮した河川改修計画の考

え方を反映し、「二級河川気仙川筋

川向地区河川環境整備基本計画検

討業務委託」を踏まえた計画の再

検討・立案のため、測量や護岸詳

細設計を実施する。

　業務場所は住田町世田米字川向

地内で、履行期間は21年３月20日

まで。委託内容は、地形図測量0.

265平方㌔や路線測量（町道火石

川向線）0.45㌔をはじめ、河川測

量1.325㌔、護岸詳細設計（両岸6

00㍍、片岸700㍍）1300㍍、景観

等検討設計１業務、既設護岸の調

査１業務となっている。

　うち護岸詳細設計では、法線形

や法覆工、基礎工、根固工、環境

護岸（親水護岸等）の形式、配置

について比較検討し、詳細な設計

をまとめる。景観等検討設計では、

イベント広場や周辺施設、上下流

の河道計画との調和のため、業務

区間における護岸の形状・形式の

選定や階段の配置などを検討。同

町で開催される夏祭りなどの各種

イベントが実施できる広場につい

て、整備計画の検討なども行う。

　入札参加資格としては、▽建設

関連業務競争入札参加資格名簿に

おいて、測量業務「地上測量」お

よび土木関係建設コンサルタント

業務「河川、砂防および海岸」の

要件を満たす者で、沿岸広域振興

局（大船渡地区）の区域に本店ま

たは営業所（岩手県内に本店を有

する者の営業所に限る）を有する

こと▽2010年４月１日以降に、元

請けとして河川測量および護岸詳

細設計を受注した実績を有するこ

と―などを設定している。
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　県南広域振興局は、奥州市水沢

の姉体秋成地区、同市江刺の下横

瀬地区の経営体育成基盤整備事業

について、１号業務をこのほど簡

易総合評価で公告した。両地区で

の事業は、同局農政部農村整備室

で事業を進めている個所。前年度

から事業着手しており、今年度か

ら事業を本格化させる。

　両地区の事業概要を見ると、姉

体秋成は水沢競馬場の南側に広が

り、北上川にほど近い個所となっ

ている。水田の割合が多いが、畑

地も比較的多いのが一つの特徴と

なっている。用水は、ポンプを設

置して地下水をくみ上げる形で確

保している。

　農道も狭小で大型機械導入の妨

げとなっており、担い手の育成と

農地の確保・農地集積を進め、有

効利用と持続的に発展できる農業

の確立へ生産基盤整備が課題とな

っている。課題解決のため、大区

画整理を図り、用水路や排水路の

新設、改修、生産基盤整備の実施

で経営体の育成と大型機械化体系

に基づく高生産性団地の確立、水

田の高度利用を促進、経営体への

農地集積を推進し生産性の向上

と、農業経営の安定化を図る。

　総事業費に13億7400万円を想定

し、28年度までで事業展開を図る

構え。区画整

理55.1㌶、暗

渠排水 2 6 . 8

㌶、農道8 . 2

㌔、用水路7.

3㌔、排水路5

.3㌔を全体計

画とする。

　区画整理で

は、標準区画

を１㌶に設

定。農道は砂

利敷で5.0（4.

0）の幅員と

する。排水路

は125～450㍉

の口径でパイ

プライン化。

排水路は、30

0×300～1200

×700㍉で、

排水フリュー

ムとする。

　下横瀬は、

現状の農地が

1960年ごろに

積雪寒冷地対

策特別事業に

より整備。10～15㌃のほ場となっ

ている。水路は素掘りの土水路で

用排水兼用で水の管理が大変で、

農道も狭小となっている。

　大型機械の使用には効率が悪

く、地域は担い手も少なくなって

きている。今後の担い手確保には、

ほ場の大区画化が必要となってお

り、地元から区画整理を求める声

が高まっていることを受けて事業

化した。

　全体計画は、区画整理174.6㌶、

暗渠排水162.2㌶、農道32.0㌔、用

水路34.1㌔、排水路26.8㌔。区画

整理は50㌃を標準区画とし、農道

では幅員5.0（4.0）㍍の敷砂利と

する。用水路はパイプラインで口

径75～450㍉、排水路では口径300

×300～1000×1000㍉の排水フリ

ューム化を図る。全体事業費が約

48億円で、28年度までの事業期間

を計画している。

　両地区とも事業初年の19年度

は、換地など下準備の期間に当て、

今年度から事業を本格化させる構

え。姉体秋成の１号業務は、境界

測量１万2633㍍が内容。下横瀬の

１号業務は、ほ場整備実施設計99

㌶、取水工実施設計１カ所、路線

測量1.5㌔、埋蔵文化財調査１式

を内容としている。いずれも６月

１日の申請期限、同月10日の入札、

開札が翌11日を予定している。

　両地区とも今年度の発注は、今

回の業務委託１件ずつとなる見通

し。姉体秋成は21年度以降、下横

瀬は21年度の着工を目指す。

　滝沢市の20年度実行計画書兼事

業説明書のうち、建設関連の主な

事業は次の通り。寄は新規事業。

金額の単位は千円。

　◇地域の産業がより活性化し、

次代を見据えた挑戦を続けるまち

　▽観光施設管理運営事業

　7,469

　市の自然観光資源である岩手山

登山者の約半数が柳沢コースを利

用し、年間約１万4000人の登山者

が訪れている。そのほか、鞍掛山

や相の沢キャンプ場、馬返しキャ

ンプ場にも多くの利用者が訪れる

ことから、安全な登山と岩手山麓

の自然を楽しめるように施設を管

理する［20年度の事業概要］相の

沢キャンプ場・馬返しキャンプ場

の管理、鞍掛山周辺・岩手山登山

道の管理、山開き等の行事開催

　▽農地中間管理事業 　2,525

　農地の有効利用と農業の効率化

を進めるため、地域農業の担い手

等中心経営体となる農業者に対

し、農地中間管理事業を活用して

農地の集積・集約化を進める［20

年度の事業概要］農地所有者や農

地借受希望者に対し、農地中間管

理事業の周知と誘引を行い、農地

の集積・集約化を促進する。また、

制度に基づき、経営転換協力金な

どの協力金を交付する

　▽基幹水利施設管理事業

　 933

　市の水田農業を支える岩手山麓

開拓建設事業で造成された岩洞ダ

ム農業用水路の基幹的な水利施設

部分の計画的な管理事業に対し、

その事業費の負担を行うことで、

継続的な維持管理の結果、農業用

水の安定供給、農業生産の安定化

を図る［20年度の事業概要］岩洞

ダム（農業負担分）及び基幹的な

水路（岩洞第２発電所～導水路～

南北分水工～東部分水工）の維持

管理事業に対する事業費の一部負

担を行う。基幹水利施設管理事業

費負担金　　　　　　　（つづく）


